
群
馬
桜
友
会
講
演
会
資
料

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
四
日

高
崎
ビ
ュ
ー
ホ
テ
ル

「
上

野

三

碑

を

よ

む
」

群
馬
県
立
女
子
大
学

北

川

和

秀

１
．
上
野
三
碑
は
国
の
特
別
史
跡

＊
国
指
定
の
史
跡
は
一
七
七
三
件
（
群
馬
県
内
の
史
跡
は
四
七
件
）
。
そ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
も
の

は
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
特
別
史
跡
は
全
国
で
わ
ず
か
に
六
一
件
の
み
で
あ
る
。
そ
の
う

ち
、
群
馬
県
内
の
特
別
史
跡
は
三
件
。
そ
れ
が
上
野
三
碑
。

＊
日
本
に
現
存
す
る
七
～
八
世
紀
の
石
碑
は
一
四
基
。
そ
の
う
ち
の
三
基
が
上
野
三
碑
。

２
．
山
ノ
上
碑

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

辛
巳
歳
集
月
三
日
記

辛

巳
の
歳
集
月
三
日
記
す
。

か
の
と

み

佐
野
三
家
定
賜
健
守
命
孫
黒
売
刀
自
此

佐
野
の
三
家
と
定
め
賜
ひ
し
健

守

命

の
孫
黒
売

み

や
け

た
け
も
り
の
み
こ
と

く
ろ

め

新
川
臣
児
斯
多
々
弥
足
尼
孫
大
児
臣
娶
生
児

刀
自
、
此
れ
新
川
臣
の
児
斯
多
々
弥
足
尼
の
孫
大

と

じ

し

た

だ

み

の
す
く
ね

長
利
僧
母
為
記
定
文
也

放
光
寺
僧

児
臣
に
娶
ひ
て
生
め
る
児
、
長
利
僧
、
母
の
為
に

記
し
定
む
る
文
也
。
放
光
寺
の
僧
な
り
。

健
守
命

○

黒
売
刀
自

長
利
僧

新
川
臣

斯
多
々
弥
足
尼

○

大
児
臣

《
参
考
》

・
椋
直
伝
之
我
持
往
稲
者
馬
不
得
故
我
者
反
来
之
故
是
汝
卜
部
（
何
字
か
疑
問
あ
り
）

・
自
舟
人
率
而
可
行
也

其
稲
在
処
者
衣
知
評
平
留
五
十
戸
旦
波
博
士
家

（
滋
賀
県
西
河
原
森
ノ
内
遺
跡
出
土
木
簡
。
天
武
朝
中
期
）

・
椋

直
伝
ふ
。
我
が
持
ち
往
た
り
し
稲
は
、
馬
得
ぬ
故
に
、
我
は
反
り
来
し
。
故
、
是
の
汝
卜
部
、
自

く
ら
の
あ
た
ひ

き

か
れ

ら
舟
人
率
て
行
く
べ
し
。
其
の
稲
の
在
処
は
、
衣
知

評

平
留
五
十
戸
の
旦
波
博
士
の
家
ぞ
。

ゐ

あ

り

か

え

ち
の
こ
ほ
り

へ

る
の

さ

と

た
に

は



３
．
多
胡
碑

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

弁
官
符
上
野
国
片
岡
郡
緑
野
郡
甘

弁
官
の
符
に
、
「
上
野
国
片
岡
郡
、
緑
野
郡
、
甘
良
郡
、

良
郡
并
三
郡
内
三
百
戸
郡
成
給
羊

并
せ
て
三
郡
の
内
三
百
戸
を
郡
と
成
し
、
羊
に
給
ひ
て
、

あ
は

成
多
胡
郡
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅

多
胡
郡
と
成
す
」
と
あ
り
。
和
銅
四
年
三
月
九
日
甲
寅
の

宣
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人

宣
な
り
。
左
中
弁
正
五
位
下
多
治
比
真
人
、
太
政
官
二
品

太
政
官
二
品
穂
積
親
王
左
太
臣
正
二

穂
積
親
王
、
左
太
臣
正
二
位
石
上
尊
、
右
太
臣
正
二
位
藤

位
石
上
尊
右
太
臣
正
二
位
藤
原
尊

原
尊
な
り
。

○
参
考
１

①
上
野
国
甘
良
郡
の
織
裳
・
韓
級
・
矢
田
・
大
家
、
緑
野
郡
の
武
美
、
片
岡
郡
の
山
等
の
六
郷
を
割
き

か

む

ら

お

り

も

か
ら
し
な

や

た

お
ほ
や
け

み

ど

の

む

み

か
た
を
か

や
ま

さ

て
、
別
に
多
胡
郡
を
置
く
。

（
続
日
本
紀

和
銅
四
・
三
・
六
）7

1
1

た

ご

②

（
高
山
寺
本
和
名
抄
）

＊
吉
井
町
黒
熊
の
奈
良
時
代
の
寺
院
跡
と
さ
れ
る
遺
跡
か
ら
は
「
山
字
乙
稲
目
」
と
い
う
文
字
の
あ
る

や
ま

な
の

お
と

い
な

め

瓦
が
出
土
し
て
い
る
。

○
参
考
２

・
上
野
国
に
在
る
新
羅
人
子
午
足
等
一
百
九
十
三
人
に
姓
を
吉

井

連
と
賜
ふ
。

よ
し
ゐ
の
む
ら
じ

（
続
日
本
紀

天
平
神
護
二
・
五
・
八
）7

6
6



４
．
金
井
沢
碑

【
釈
文
】

【
訓
読
文
】

上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里

上
野
国
群
馬
郡
下
賛
郷
高
田
里
の
三
家
の
子
孫
、
七

し
も
さ
の

み

や

け

三
家
子
孫
為
七
世
父
母
現
在
父
母

世
の
父
母
・
現
在
の
父
母
の
為
に
、
現
在
侍
る
家

ぶ

も

い
へ

現
在
侍
家
刀
自
池
田
君
目
頬
刀
自
又
児
加

刀
自
、
池
田
君
目
頬
刀
自
、
又
児
加
那
刀
自
、
孫
物

と

じ

め

づ

ら

と

じ

か

な

と

じ

那
刀
自
孫
物
部
君
午
足
次

刀
自
次
乙

部
君
午
足
、
次
に

刀
自
、
次
に
乙

刀
自
、
合

う
ま
た
り

ひ
づ
め

と

じ

お
と
ひ
づ
め

と

じ

刀
自
合
六
口
又
知
識
所
結
人
三
家
毛
人

せ
て
六
口
、
又
知
識
に
結
べ
る
人
、
三
家
毛
人
、
次

む

た
り

み

や

け

の

え

み

し

次
知
万
呂
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
合
三
口

に
知
万
呂
、
鍛
師
礒
部
君
身
麻
呂
、
合
せ
て
三
口
、

ち

ま

ろ

か
ぬ
ち
の

い
そ
べ
の
き
み

む

ま

ろ

如
是
知
識
結
而
天
地
誓
願
仕
奉

如
是
知
識
に
結
び
て
天
地
に
誓
み
願
ひ
仕
へ
奉
る

か

く

の

石
文

石
文
。

い
し
ぶ
み

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

神
亀
三
年
丙
寅
二
月
廿
九
日

○
参
考
１
（
氏
族
に
つ
い
て
）

・
上
野
国
甘
楽
郡
の
人
外
大
初
位
下
礒
部
牛
麻
呂
ら
四
人
に
姓
を
物
部
公
と
賜
ふ
。

げ
の

だ
い

そ

ゐ

の

げ

い
そ
べ
の

（
続
日
本
紀

天
平
神
護
二
・
五
・
二
〇
）7

6
6

○
参
考
２
（
「
知
識
」
に
つ
い
て
）

・
菩
薩
の
大
願
を
発
し
て
、
盧
舎
那
仏
の
金
銅
像
一
躯
を
造
り
奉
る
。
国
の
銅
を
尽
し
て

象

を
鎔
、
大

お
こ

る

し
や

な

ぶ
つ

か
た
ち

い

山
を
削
り
て
堂
を
構
へ
、
広
く
法
界
に
及
し
て
朕
が
智
識
と
す
。
…
…
こ
の
富
と
勢
と
を
以
て
こ
の

わ

尊
き
像
を
造
ら
む
。
事
成
り
易
く
、
心
至
り
難
し
。
…
…
是
の
故
に
智
識
に
預
か
る
者
は

懇

に
至
れ

ひ
と

ね
も
こ
ろ

る
誠
を
発
し
、
各

介

な
る

福

を
招
き
て
、
日
毎
に
三
た
び
盧
舎
那
仏
を

拝

む
べ
し
。

お
ほ
き

さ
き
は
ひ

を
ろ
が

（
続
日
本
紀

天
平
一
五
・
一
〇
・
一
五
）7

4
3

○
参
考
３
（
「
誓
願
」
に
つ
い
て
）

・
皇
后
、
体
不
予
し
た
ま
ふ
。
則
ち
皇
后
の
為
に
誓
願
ひ
て
、
初
め
て
薬
師
寺
を
興
つ
。

き

さ

き

み

や

ま

ひ

ち

か

や
く

し

じ

た

（
日
本
書
紀

天
武
九
・
一
一
・
一
二
）6

8
0



西

暦

年

号

天

皇

執

政

事

項

六
八
一

天

武
一
〇

天

武

【
山
上
碑
】

六
八
二

一
一

六
八
三

一
二

六
八
四

一
三

八
色
の
姓
を
制
定

六
八
五

一
四

六
八
六

朱

鳥

元

天
武
天
皇
没

六
八
七

持

統

元

六
九
四

八

持

統

藤
原
宮
に
遷
都

七
〇
一

大

宝

元

文

武

大
宝
律
令
を
制
定

七
〇
二

二

大
宝
律
令
を
施
行

七
〇
三

三

七
〇
四

慶

雲

元

石
上

こ
の
頃
、
国
名
を
漢
字
二
字
化

七
〇
五

二

麻
呂

七
〇
六

三

七
〇
七

四

七
〇
八

和

銅

元

元

明

七
〇
九

二

七
一
〇

三

平
城
京
に
遷
都

七
一
一

四

藤
原

【
多
胡
碑
】

七
一
二

五

不
比
等

古
事
記
撰
進

七
一
三

六

風
土
記
撰
進
の
詔

七
一
四

七

七
一
五

霊

亀

元

七
一
六

二

元

正

七
一
七

養

老

元

七
一
八

二

養
老
律
令
成
立

七
一
九

三

七
二
〇

四

日
本
書
紀
撰
進

七
二
一

五

長
屋
王

七
二
二

六

七
二
三

七

太
安
麻
呂
没

七
二
四

神

亀

元

七
二
五

二

七
二
六

三

【
金
井
沢
碑
】
郷
名
二
字
化
推
進
の
民
部
省
口
宣


